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【研修の概要】

・ 大規模集中型、垂直統合・地域独占型の電力供給システムに代わる、民主的で地方分権的なボトムアップ型エネル

ギー供給システムの構築を推進するため、国内およびドイツで調査を行った。

・ ドイツ調査：“エネルギー自治”を推進する中間支援団体的なネットワーク型組織や関与する団体等に聞き取りを行

い、自治体及び協同組合等による再生可能エネルギー事業の現状と課題を調査した。

・ 日本調査：“エネルギー自治”を志向する自治体や、市民や地域主導のエネルギー事業をめぐる現状と課題、ネット

ワーク化の動きなどの先進事例を調査した。

【研修の経過】

2013年 5月、7月、2014年1月：生活協同組合関係者と意見交換、共同研究会

5 月～8 月：市民電力事業者（複数）にヒヤリング

8月：鳥取県環境立県推進課訪問、意見交換

9月：「地域を豊かにするエネルギーシフト」（鳥取市）に参加、鳥取県米子市、日南町担当者と意見交換。

「“100％再生可能エネルギー地域”」全国会議に参加（ドイツ・カッセル）

10 月：「Energiewende Jetzt（エネルギー協同組合のネットワーク）」、「転換‐エネルギーを市民の手に」、

エネルギーシステム“再地域化”調査（ドイツ）

2013 年 2 月：コミュニティパワー会議 in 福島に参加、市民電力事業者等と意見交換

「地域からの挑戦～再エネ拡大から持続可能な地域社会創造に向けて～in 新城」に参加、意見交換

鳥取県日南町「木質ﾊﾞｲｵﾏｽｴﾈﾙｷﾞｰを活用したモデル地域づくり推進協議会」ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ参加、聞き取り

3 月：第 4 回「エネルギー自立地域会議」（ドイツ・フライブルク）に参加。エネルギーシステム“再地域化”、

新政権のエネルギー政策に対する市民電力の動向、ネットワーキングの状況等を調査

【今後の展望など】

・ 今回の研修を通して、ドイツにおいて、“エネルギー自治”を推進する市民や自治体のネットワークが、国、州や地

域レベルで形成され、同時に、100％再生可能エネルギー地域の自治体ネットワークは、欧州へと拡大する有機的な

動きを目の当たりにした。一方、日本国内でも、発電事業に参画する市民や自治体による事業体が増え、2016 年の

電力小売自由化に向けて新電力も増え続けている。

・ 研修を通じて収集した情報を発信し、市民や自治体等に提案していくことで、“エネルギー自治”を通して、地域固

有の持続可能な社会づくりが可能だということを具体的に示し、大規模システムから自立した「未来の選択」をは

じめる地域をサポートし、増やすことに貢献したい。

会 計 報 告 書 の 概 要 （金額単位：千円） 充当した資金の内訳

支 出 費 目 内 訳 支出金額
高木基金の

助成金を充当

他の助成金

等を充当
自己資金

旅費

渡航費（日本⇔ドイツ）9月、3月 460 360 0 100

国内移動費：鳥取⇔東京、鳥取⇔福島、鳥取

⇔京都 その他

国外移動費：ジャーマンレイルパス等

300 200 0 100

宿泊・滞在費 150 100 0 50

研修参加費 セミナー、フォーラム等 94 40 0 54

資料費 資料等 10 0 0 10

その他 送料 5 0 0 5

合 計 1,019 700 0 319

参考文献（ウェブサイトや書籍、成果物など）

『環境と文明』NPO 法人環境文明 21 2013 年 6 月号 ／ 『社会運動』市民セクター政策機構 2013 年 7 月号

「今なぜ、ドイツでエネルギー協同組合か～「エネルギー自治」に向けた市民と地域のリアルな戦術～」

氏 名 (所属) 手塚 智子（えねみら・とっとり）
助成金額 70 万円

連絡先など sonnenschein_100906@apost.plala.or.jp

助成のテーマ
ボトムアップ型エネルギー供給システムの構築可能性に関する研究

～エネルギー自治の実現に向けた日本とドイツの現状と課題調査～



2014 7 6

sonnenschein_100906@apost.plala.or.jp



2030 50
2050 80



•

•

• 700

•
•

2010

•

…

3



• 100%

• (50% dENet
NPO 50

• 2003 100

•

•

IdE

IdE

http://www.100-ee.de/



2009 2013
5

deNet

(
)

-
• 1 4 3

2008 2015

•
PV

2006

E.on

2007
100



“ ”

“ ”

• 2013 9 12

“ ”

• “ ”
2014 1

•



• 2011 3 2012 7

• 2014 1

• 2014 2

• 5

• 2016



100

100

vs

+



•

“ ”

“ ”

•

• “
”

• “ ”


